
令和６年度 

川崎市立南生田中学校 部活動活動方針 
 

１ 目標 

  部活動は、生徒の自主的、自発的な参加により行われるものであり、スポーツや文化、科学等 

に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に 

資するものであり、部活動の適正な指導体制の確立、運営計画の策定及び学校・地域・家庭によ 

る連携・協力体制づくりを推進する。 

 

２ 活動方針  

(１) 部活動の望ましい運営・指導体制を整備する。 

(２) 計画的な活動スケジュールを設定し、バランスのとれた部活動を推進する。 

(３) 共通の目標に向かって活動することで、望ましい人間関係を築かせる。  

(４) 向上心、探求心、忍耐力、自主性を養わせる。  

(５) 目標に向かっての計画性、時間の有効的な使い方を身につけさせる。  

(６) 技能・教養を高めることにより、個性を伸ばし、生活に自信をもたせ、  

充実した学校生活を送らせる。  

 

３ 経費 

(１) 大会参加費、活動に関わる交通費等。 

(２) 個人負担となるユニフォームなどの個人が所有するもの。 

購入品に関しては、顧問からの指示があり、購入支払いは家庭と業者とで行う。 

(３) 部費等の徴収が必要な場合は、保護者会を設け、保護者会で管理・運営するようにする。 

 

４ バランスのとれた部活動の運営等 

  (１) 課業期間中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、土曜日 

及び日曜日（以下「週末」という）は１日以上を休養日とする。週末に大会参加等で 

活動した場合は、休養日を他の日に振り替え、事前に振替日を生徒・家庭に周知する。 

  (２) 長期休業期間中の休養日の設定は、課業期間中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分な 

休養を取れるように配慮し、部活動以外にも多様な活動を行えるよう、ある程度長期の休 

養期間（オフシーズン）を設ける。 

(３) １日の活動時間は、平日では２時間程度、学校の休業日（課業期間中の週末を含む）は 

３時間程度とし、学校行事、種目・活動等の特性、地域行事等を考慮しつつ、できるだ 

け短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。 

  (４) 毎月行われる職員会議の日はノー部活デーとし、月の予定の中に設定する。各種委員会の 

日は放課後の活動はなしとする。 

また、年度初めに年間活動計画、月末に翌月の活動計画を作成し部員に伝える。 

  (５) 朝練習の実施は、平日の中で週４日以内、開門 7:20、活動時間は 7：30～8：10 とし 

7：20 以前に登校しないよう指導を行う。 

 

５ 部活動運営上の留意点 

  (１) 活動内容の厳守 

    ・活動場所に関しては、活動はじめにセッティング、活動終わりに片付けを行い、下校時間 

には、余裕をもって門を出られるように活動を終了する。  

・顧問は、毎月の活動予定表を教頭へ提出する。（前面黒板下のファイルに綴じ込む。） 

全職員が活動予定を把握できるようにする。 

 (２) 服装について  

・活動は学校のジャージ、体育着、部で認められたユニフォーム・練習着とする。  

また、白ワンポイントＴシャツも可 (原則は学校体育着)。文化部は標準服でも可。 

   ・休日及び学校事情による再登校や対外試合の際、学校ジャージで登校してもよい。 

  ・冬期間のウインドブレーカーについては、活動にふさわしいものとする。  



(３) 欠席時の連絡方法 

  ・各部ごとに、緊急連絡網を作成する場合は、個人情報の取り扱いには十分に注意する。 

   個人のメールや LINE などの連絡方法は使用しない。 

  ・休日に学校で活動する場合は、１３時までにミマモルメで欠席連絡を行うことができる 

が、午前に活動する場合は、各部で「活動開始〇分前までに入力」など、ルールを決めて 

保護者に伝える。 

  ・校外での練習に急に参加できなくなった場合は、同部員に欠席等の伝達を依頼する等、各 

部で連絡の方法を確認しておく。 

(４) 引率届けについて  

・校外での活動においては、顧問は引率届けを２日前までに教頭に提出する。  

    ただし、長期休業中については、休業開始３日前までに届け出を行う。  

・中体連主催の大会については、引率届、大会参加申込書を作成する。  

 (５) 他校での活動、休業日の登下校等 

    ・他校や学区外に遠征する場合、学区内で集合・解散し、移動はまとまって行う。なお、活 

動終了時か電車やバスの乗車時にミマモルメで保護者に連絡する。 

    ・公共交通機関を利用する場合は、顧問の指導の下、マナーを守って乗車する。 

    ・休業日に登校する場合は、開始・終了時間を厳守し、活動に必要ではない場所(教室)へ 

は立ち入らない。 

・休業日の登下校は、課業日の登下校と同じように行い、飲食や寄り道などをしない。 

(６) 休日及び長期休業中の活動について  

・課業期間中に準ずる。  

・顧問は所定用紙による届け出を校長に提出する。  

   ・長期休業期間中の学校閉庁日は活動を行わない。  

・部長は日直の先生に活動開始と終了の報告をする。（ただし、土日祝は除く）  

(７) 雨天時の校庭使用の活動について  

   ・校舎内での活動は、活動者自身の安全と一般生徒の安全を確保するためミーティ  

ングか補強運動程度とする。顧問がしっかりついて活動をする。  

  ・校舎内でのランニングやボールを使った練習は禁止とする。ただし、土･日及び駅伝  

部の練習に関しては顧問の指導の下ではこの限りではない。  

 (８) 活動前後の荷物移動について  

   ・各部の活動場所、またはその近くに持っていき、各部ごとにまとめて置く。  

   ・活動終了後、個人の持ち物のラケット、シューズ等は持ち帰る。（剣道部以外）  

   また、教室には戻らず、速やかに下校する。      

(９) 部室の使用について  

   ・個人の用具の保管に使用してはならない。（剣道部以外）  

   ・活動場所や部室の鍵の管理、開け閉めは原則、顧問が行うが、顧問が行う。顧問が  

行えない場合はしっかりと指導したうえで鍵の受け渡しを行うが、顧問が不在の場  

合は鍵を渡さない。  

 (10) 特別残留について  

    ・対象大会は中体連主催・共催、新人戦など特別に活動の必要を認めるとき、残留禁  

止日に活動を行う場合がある。  

（特残申請については、顧問が年間の活動内容 (各種大会日程 )を把握した上で、事  

前に顧問長への申し出を行う。管理職に確認をし、保護者の承諾を得る。）  

職員会議の行事予定案件で、周知徹底をすること。  

(11) ３年生の活動について (受験前と受験後の扱い ) 

・受験前に関しては、運動部は市総体終了後、文化部美術部は飛翔祭展示の部まで。 

吹奏楽部は、アンサンブルコンテストまでとする。  

・３年生の活動再開は、進路が決定してから、１・２年生と同じ活動を行うことが  

できる。（３月３１日まで）  

 

 

 

 



６ 入部・退部について  

(１) 入部を希望する者は、所定の「入部届」を提出する。なお、２･３年生において継  

続して部活動に参加する場合は「部活動継続届」、退部する場合は「退部届」を速 

やかに提出する。  

入部届等を学級担任に提出し、学級担任から顧問へ提出する。 

 (２) 今年度、新入生の本入部開始は、５月１日(水)からとする。 

(３) 新入生の仮入部期間は、４月１８日（木）～４月３０日（火）とし、この期間は複数の部

活動を体験することができる。その際、「見学・仮入部届け」を持参して活動を行う。

また活動時間は、生徒の体力を考え、仮入部期間中は 16:40 終了とし、朝･土･日･祝日

の参加は本入部以降とする。  

入部届は４月２２日(月)に配付をし、２３日(火)から提出可とするが本入部開始は５

月１日（水）からとする。  提出先は生徒→担任→顧問とする。  

 (４) 生徒が退部を申し出た場合、生徒・家庭の意向を尊重し、生徒に寄り添った対応をする。

退部の手続きは、退部届に理由を記載し、保護者印を押印し、担任に提出する。 

 

７ 活動停止について  

  (１) 定期テスト・・・・・・・・５日前から停止 

   (２) 朝練習の停止・・・・・・・始業式・終業式・修了式当日 

  (３) 卒業式前日および当日、職員会議 

    (４) その他学校行事等で停止がやむを得ないと認められる日 

 （５) 光化学スモッグ警報が発令された時（注意報が発令された時は練習を軽減する） 

（６） ＷＢＧＴが３１℃以上の時、運動は原則中止する。 

    (７) 感染症に伴う学級閉鎖または学年閉鎖、学校閉鎖 

 (８) その他必要と認められたとき、活動を停止する。 

 

８ 募集停止、休部について  

   ３年生が退いた秋の時点で、競技人数もしくは３名以上に達していない部は、活動が  

困難と判断をする。よって翌年度は募集を行うが、新入部員を合わせて競技人数に達し  

なければ、もしくは３名以上に達しなければ、翌々年度の募集は原則行わないものとす  

る。ただし、部員が０になった場合、休部とし、募集を行わないとする。  

 

９ 部活動委員会について 

   (１) 目的 

    ①委員会活動を通して各部の理解を深め、互いに協力し励まし合って各部の目標を達成で 

きるようにする。 

      ②部活動に関する規則や環境について、自主的に点検・整備活動を行い、よりよい部活動 

が展開できるようにする。 

(２) 活動内容 

       ①活動内容報告、規則や環境についての諸問題解決を図る。 

       ②新入生オリエンテーション･壮行会･部活動説明会などの学校行事に協力し、各部が率先 

して行事に当たる。 

       ③部活動に関係する学校備品、部活動用品の管理･保守･点検（校庭、体育館倉庫、石灰倉 

庫の清掃、防球ネットの補修 等）に携わる。   

       ④毎月、委員会を開き、情報交換や週番の実施状況などを確認する。 

 

１０  その他  

・近隣の迷惑にならないようにするため、休業日においては朝９時前に大きな声を上げるよう 

な活動は行わない。本校生徒に限らず、他校生の来校の場合もこれを徹底する。 

・駅伝の活動(選考後から大会前日までの平日のみ)や、市総体の大会が残っている部において 

は、最終下校時刻より特別残留の措置をとり３０分程度延長して活動を行うことができる。 

・３年生の秋の市総体参加、また夏休みの活動参加については必ず保護者に承諾書を取る。 

 



顧問一覧 

活動時間 

期間 活動終了時刻 最終下校時刻 

３月１６日  ～  ９月１５日 １７：４０ １８：００ 

９月１６日 ～ １０月１５日 １７：１０ １７：３０ 

１０月１６日 ～ １１月１５日 
１月１６日 ～  ２月１５日 １６：４０ １７：００ 

１１月１６日 ～  １月１５日 １６：１０ １６：３０ 

２月１６日 ～  ３月１５日 １７：３０ １７：５０ 

部活動名  顧問名  部活動名  顧問名  

剣道  
坂井  大輝  

後藤  健一  
卓球  

吹上  時空   

佐藤  和子  

バレーボール 

三宅  汐璃  

浅野  水紀  

高田  峻輔  

ソフトテニス 
塚田  善之  

井上  弥生  

バスケットボール 
中西  恭介  

松田  一倭  
陸上競技  

横山容子  

藤田  優  

ハンドボール 
佐藤  沙友里  

伊藤  司  
吹奏楽  

神谷  由理  

鈴木  富雄  

サッカー 

吉田  純廣  

寺島  秀樹  

永井  開  

美術  

碓井  祐佳  

野村  志保  

安田  洋  

バドミントン 
岡本  涼  

武井  英樹  
◎水泳・新体操・柔道・スキーなどについて 

・中体連大会に新規に参加をしたい場合  

には、校長面談の上参加となります。  

希望する場合は、まずは担任に申し出て 

ください。 軟式野球  
北嶋  隼人  

立花  優  



 


